
はじめに 

 

世界中が、現在、新型コロナウイルス感染症への対応に追われています。高等教育界において

も、オンライン授業・会議などが実施されましたが、学生・教職員共に戸惑っているのが現状でし

ょう。わが国でも、デジタル化、オンライン化については、以前から議論が進められていました

が、人工知能（AI）などのデジタル技術の活用に課題があることが指摘されています。 

最近の高等教育における大きな潮流は、「学修者本位の教育」であり、「個々人の可能性を最

大限に伸長する教育」への転換が声高に叫ばれています。学修者本位の教育の観点から、一人ひと

りの学生が自らの学びの成果（学修成果）として身につけたコンピテンシー（知識やスキルだけで

はなく、自律性、責任感、倫理観などを含めた能力）を自覚し、活用できることが求められていま

す。学生が、その学修成果を自ら説明し、社会の理解を得ることも肝要です。 

高等教育機関に対する期待は、「リカレント教育」です。日本では、少子高齢化が急速に進

み、人生100時代を迎え、18歳人口が減少している現状のもとで、わが国全体の生産性をあげる

ためにリカレント教育は喫緊の課題です。 

 

以上のような認識を基盤として、当機構は、令和３年度文部省委託事業「職業実践専門課程等

を通じた専修学校の質保証・向上の推進」として、次の三つの事業を提案し、採択されました。 

A FD・SD事業「体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開」 

専修学校の教職員が、多様な学生を対象とした生産性の高い学修を推進するために必要な知

識・スキルを研修するためのプログラムを構築し、オンライン双方向授業を実施しました。 

B コンピテンシー事業「学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展開と

その有効性の検証」 

学修成果の可視化および国際間、教育セクター間における人材・教育材の流動性を高める目

的で作成した資格枠組について、複数の職業分野において共有化を図るとともに、有効性を

検証しました。 

C ポートレート事業「職業実践専門課程版ポートレートの構築」 

説明責任を果たし、情報公開を促進するために、学修に必要な情報を効率的に入手すること

が可能となり、職業教育の国際通用性にも配慮したデータベースシステムの構築に取り組み

ました。 

 

以上のうち、ポートレート事業は、令和２年度に作成した「職業実践専門課程のプロトタイプ

ポートレートシステム」をベースとして、情報公開ニーズに応えるための機能を付加し、専門学校

に関わるステークホルダーの利便性を向上させることを目的としています。本事業は、3年計画で

の提案ですが、２年目（令和３年度）は、 

①横断分析を可能とする機能設計の強化、 

②ポートレートデータの入力促進、および、 



 

③普及のための動画コンテンツ開発 

を実施しました。本書は、上記の取り組みの成果をまとめたものです。 

なお、本事業の実施にあたっては、一般社団法人 専門職高等教育質保証機構の会員校のご協力

をいただきました。また、多くの専修学校や専門職大学院の実施協力もいただきました。この場を

借りて厚くお礼申し上げます。 

 

 
 

令和4年3月 
一般社団法人 専門職高等教育質保証機構 

ポートレート事業 実施委員会 
委員長  川口 昭彦 
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1  本事業の概要  
 
▼本事業の目的  

 専修学校職業実践専門課程制度の発足およびその後のフォローアップにより、

専修学校の情報公開は徐々に進みつつある。しかし、この制度では公開の「様

式」が定められているものの、情報の管理・提供方法が学校に任されているた

め、ステークホルダーから見た利便性が高いとはいえない。本事業の第一の目

的は、大学等において一般的になりつつある「大学ポートレートシステム」な

ども参照しながら、利用側・学校側双方にとって有用で、職業実践専門課程制

度の趣旨に叶った情報システムのあり方を研究し、開発することである。  

 
▼本事業の背景  

 現状では、職業実践専門課程に求められている情報公開・提供の「様式」は

表計算ソフトのファイルであるため、一般市民、高校生、保護者、行政機関な

どの利用者から見た場合、次のような問題が生じている。  

 
①  ホームページに公開する場所は学校の判断に委ねられているため、検索が

容易でない。  

②  公開される情報が、年度ごと・課程ごとに一つのファイル形式であるため、

課程間比較、時系列比較がしにくい。  

③  ほとんどの場合公開される情報が PDF 形式であるため、数値としての活用

がしにくい。  

④  様式は決まっているが、自由度の高い項目も多く、学校間の統一感に乏し

い。  

 
 一方、大学の場合、認証評価制度の開始をきっかけに、大学等の情報公開に

対する姿勢が変化し、ホームページ等の上に公開される情報の量は飛躍的に増

加した。その後、情報公開の標準化を求める各方面からの声に応え、2014 年 10

月には「大学ポートレート」を通じた情報公開の仕組みがスタートした。しか

し、この仕組みは、「公開項目の自由度が高い」「参加に義務がないため、特に

私立大学では普及していない」「大学にとってホームページを編集することと

二重手間になっている」等の諸問題があり、普及しているとはいえない。  

 このような現状の下、わが国が 2017 年 12 月に批准した「高等教育の資格の

認証に関するアジア太平洋地域規約（東京規約）」に基づき、2019 年 9 月に「高

等教育資格承認情報センター（NIC）」がスタートし、合わせて、わが国すべて
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の高等教育機関を検索することができる情報システム（以下「NIC システム 1」）

もスタートしたことから、高等教育機関に関する標準的な情報公開システムに

対するニーズが飛躍的に高まっている。  

 この点、職業実践専門課程の基本情報の公開制度は、文部科学省によって公

開項目が標準的に設定されている点で、利用者から見れば、大学よりむしろ優

れた制度となっており、これをデータベースシステム化することは、当を得た

取組であるといえる。  

 
▼本事業の取組概要  

 本事業は、令和元年度において作成した「職業実践専門課程ポートレートシ

ステム」（以下「ポートレート」）のプロトタイプをベースに、情報公開ニーズ

に応えるための機能を付加し、専門学校に関わるステークホルダーの利便性を

向上させるためのものである。本事業ではその趣旨にかなうものとして次のよ

うな取組を進める。  

 
①  横断分析を可能とする機能設計の強化  

これまでの開発において、ある学科の時系列比較機能を開発・実装するこ

とは達成した。本年度は、ある学科と他のある学科を比較することを可能と

する仕様を追加し、複数の学科の横断的な分析を行えるようにした。  

 
②  ポートレートデータの入力促進  

3 年目の開発終了後にスムーズな本番移行を可能とするために、主な学校

の公開済みポートレートデータを入力した。このことにより、ポートレート

データ入力の役立ちを実感し、同データの入力を促進することが期待される。

今年度は主として、2019 年度までにデータ入力を行ったが、次年度は 2020

年度のデータ入力を行うこととしたい。  

 
③  普及のための動画コンテンツ開発  

ユーザ（専門学校）自らの入力によるポートレートシステムの普及には、

ポートレートシステムによるポートレートデータの提出を文部科学省が認

めること、それに加えて、ユーザ自身によるデータ入力の促進が欠かせない。

前者については、文部科学省が決定することで、ここでその保証をすること

はできないが、後者については、システム開発者側として最大限の努力をし

なければならない。そのような観点から、ポートレートシステムの使い方を

説明する動画コンテンツを開発に取り組んだ。  

 
1  https: / /www.nicjp.niad.ac.jp/  
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図  1 事業実施の年次計画  

 
 本事業の最終的な姿は図 1-2 のとおりシンプルなもので、この姿を目指して

3 年間の取組を続け、年度ごとに成果物を順次アウトプットしていく。  

 

 
図  2 3 年後の姿  
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▼ 1 年目のアウトプット  

ポートレートシステム（ 2020 バージョン）  

日英中対応、検索・表示機能、時系列分析機能、エクスポート機能、付加

機能  

活用マニュアル・編集マニュアル（ 2020 バージョン）  

基本情報等のデータ充実  

事業成果報告書  

 
▼ 2 年目のアウトプット  

ポートレートシステム（ 2021 バージョン）  

日英中対応、検索・表示機能、時系列分析機能、横断分析機能、  

エクスポート機能、付加機能  

活用・編集マニュアル（ 2021 バージョン）  

活用・編集講座（オンライン学習）（ 2021 バージョン）  

基本情報等のデータ充実  

事業成果報告書  

 
▼ 3 年目のアウトプット  

ポートレートシステム（ 2022 バージョン）  

日英中対応、検索機能、表示機能、時系列分析機能、横断分析機能、エク

スポート機能、付加機能、フロントエンド機能  

活用・編集マニュアル（ 2022 バージョン）  

活用・編集講座（オンライン学習）（ 2022 バージョン）  

基本情報等のデータ充実  

事業成果報告書  

 
 当機構からは、本事業を含めて次の三つの事業を提案している。  

A FD・ SD（授業改善・業務改善）をテーマとして、  

  体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開  

B 学修成果をテーマとして、  

  学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展開と  

  その有用性の検証  

C 情報公開をテーマとして  

  職業実践専門課程版ポートレートの構築（ポートレート事業）（本事業）  
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 三つの提案事業は、職業実践専門課程の質保証・向上に直接・間接に貢献し

ようとする意味において共通性があることはもとより、 A～ C の各事業は互い

の成果を相乗的に高め合う位置づけにあるといえる（次図参照）。  

 さらに、委託事業を進めるにあたっては、共通の協力校を設定した試行・実

験講座等を行うことや、委員会や成果報告会の合同開催によって、質保証・向

上活動の相乗的推進や旅費の節減などを期待できる。  

 

 
 

図  3 三つの提案事業  
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2  本年度事業の実施内容  
 
 令和３年度事業は３年計画の２年目として、令和２年度文部科学省委託事業

2の成果であるポートレートのプロトタイプをベースに、以下を実施した。  

 
①  横断分析を可能とする機能設計の強化  

これまでの開発において、ある学科の時系列比較機能を開発・実装すること

は達成した。本年度は、ある学科と他のある学科を比較することを可能とする

仕様を追加し、複数の学科の横断的な分析を行えるようにした。  

 もちろん、これまでの開発においていわゆるバグに相当する部分を排除し、

システムを精緻化することも実施した。  

 
②  ポートレートデータの入力促進  

3 年目の開発終了後にスムーズな本番移行を可能とするために、主な学校の

公開済みポートレートデータを入力した。このことにより、ポートレートデー

タ入力の役立ちを実感し、同データの入力を促進することが期待される。今年

度は主として、2019 年度までにデータ入力を行ったが、次年度は 2020 年度の

データ入力を行うこととしたい。  

 
③  普及のための動画コンテンツ開発  

 ポートレートシステムを普及させるには、ユーザを増やすことが必要である。

ユーザを増やすためには、操作方法を理解することが必要であるが、そのため

には、操作方法を説明する動画コンテンツの開発を欠かすことができない。そ

こで、本年度は、その第一弾としての説明動画コンテンツを制作した。  

 
 以下、章を変えて、詳細に報告する。  

  

 
2  令 和 ２ 年 度 「 職 業 実 践 専 門 課 程 等 を 通 じ た 専 修 学 校 の 質 保 証 ・ 向 上 の 推 進 」 の 中 で 実 施 さ れ た

「 職 業 実 践 専 門 課 程 版 ポ ー ト レ ー ト の 構 築 （ ポ ー ト レ ー ト 事 業 ）」 事 業  
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3  横断分析を可能とする機能設計の強化  
 

3.1  横断分析のイメージ  

 複数の職業実践専門課程の比較を主目的とした横断分析の開発を行った。具

体的には、「学科」を検索する際、学科名などの情報の左側にチェックボックス

を配置して（図  4）、クリック操作によって選択することを可能とし、「学科比

較」ボタンをクリックすることによって、職業実践専門課程の基本情報を横に

並べて比較する機能である。  

 

 
図  4 チェックボックスの配置  

 

 
図  5 学科比較  
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3.2  横断分析のための要件定義  

 図  4 および図  5 のようにするためには、システム要件定義を変える必要が

ある。そこで著した要件定義書の再訂版が資料 1 のとおりである。主として、

「学科比較」ボタンを用意し、基本情報の表示画面で複数の学科の情報を横並

びで表示させる機能に関わる部分（図  6 の①）を加えている。そのために、「学

科検索」メニューの中で、比較の対象となる学科の指定を記憶しておくフィー

ルド（図  6 の②および③）が必要である。  

 

①   

②   

③   
図  6 横断分析に関わる画面  
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3.3  横断分析等のシステム開発  

資料 1 に示した要件定義書に基づき、横断分析等のシステム仕様を設計し、

そこからシステム設計を行い、プログラム設計を行ってプログラム開発を行っ

た。プログラム開発においては、十分にテストを繰り返して、バグ取りも行っ

た。  

 
図  7 システム開発の流れ  

 

3.4  横断分析等のユーザインタフェース  

横断分析等のうち、先に示した、「学科比較」機能のユーザインタフェースに

ついては、資料 2 に、「職業実践専門課程  ポートレートシステム操作説明書

（データ検索編）」（改定版）として掲載した。  

 

  

要件定義書  システム設計  プログラム設計  
プログラム開発  
テスト・デバッグ
を兼ねる 
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4  データの充実  
 

4.1  データ充実の年度  

 年度については、テスト的に入力していた最も古いものが 2016 年度で、以

降、 3 年度分の入力状況は次の表のとおりである。  

 
表  1 2016 年度～ 2018 年度の入力状況  

    年度  

項目  
2016 年度  2017 年度  2018 年度  

設置者数  5 9 31 

学校数  5 12 38 

学科数  29 75 221 

 
 本年度は 2021 年度であるが、本年度事業開始当初（ 2021 年 7 月）、職業実

践専門課程の基本情報としてアップロードされていたものの最新版の多くは、

2019 年度のものである。例年、y 年度の職業実践専門課程の基本情報は、y＋ 1

年 5 月 1 日（文科省学校基本統計の基準日）現在の情報を以て更新され、その

情報を公開するのが y＋ 1 年 8～ 9 月である。したがって、2021 年 7 月現在は、

2019 年度の情報が最新となる。そこで、当機構では、 2019 年度版の基本情報

を、2021 年 7 月まで（その時点で最新）に学校のホームページからダウンロー

ドして保存しており、 2019 年度版の情報入力を以てデータ充実の年度とした。 

 

4.2  データ充実の実績  

 今年度事業において、初めて、データ充実を予算化して大量のデータ入力を

試みた。今年度（ 2021 年度）事業開始当初から、 2022 年 1 月末時点までのデ

ータ充実の件数は次の表のとおりであった。  

 
表  2 2019 年度の入力状況（ 2021 年 7 月 1 日～ 2022 年 1 月 31 日）  

年度  

項目  
2019 年度  

設置者数  106 

学校数  158 

学科数  878 
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このデータは 2022 年 1 月 31 日現在の数字 3であるから、 2022 年 2 月になっ

て入力する分も含めれば、本年度内に入力を終える学科数は容易に 1,000 を超

える見通しである。  

 次年度（本事業の最終年度）においては、自力でエントリーする学校を募集

し、本ポートレートシステムの自走に向けた取り組みを行っていく予定である

から、1 年後は職業実践専門課程に認定された学校の参加を大いに期待したい。 

  

 
3  2022 年 1 月 31 日現在で入力された学科の情報は資料 3 のとおりである。  
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5  説明動画コンテンツの作成  
 

5.1  説明動画開発の意味  

 ポートレートシステムには、職業実践専門課程の基本情報を現在の Excel 形

式でアップロードする方式の弊害を是正する効果がある。その効果を文部科学

省にアピールするためには、データベースシステムでできていることを示す必

要があり、そのための操作を、職業実践専門課程を有する学校に覚えていただ

く必要がある。そこで、ポートレートシステムを利用する側と管理する側とに

分け、利用する側のメリット、管理する側のメリット双方を享受することを目

的とした動画を作成することにした。  

 

 
図  8 説明動画の体系  

 
 説明動画は。図  8 に示した体系で開発することにした。すなわち、一般利用

者による操作（図の「検索」部分）と、管理者側（学校側）の操作を分けて、

できる限り枝葉末節なことの説明は避け、一通り、何ができるかを理解してい

ただくことを心がけで、 1 本あたりの時間数を短くして作成することにした。  
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5.2  説明動画コンテンツの作成  

 説明動画は、 Zoom の画面共有システムとレコーディング機能、アプリケー

ションソフトであるフォトの映像編集機能を駆使して作成することとした。す

なわち、講師がオンライン授業のつもりで説明をするところをレコーディング

機能で撮影し、必要に応じてフォトを利用してトリミングする方法である。  

 説明動画は全部で 11 個作成したが、それぞれの概要について説明しておく。  

 

 
ポートレートシステムの全体を説明  
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検索処理における対象の決定方法について説明  

 

 
検索処理における一般機能について説明  
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検索処理における学科比較機能について説明  

 

 
管理者用機能を利用するためのログイン方法について説明  
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管理者機能のうち、設置者編集機能について説明  

 

 
管理者機能のうち、学校編集機能について説明  
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管理者機能のうち、学科編集機能について説明①  

 

 
管理者機能のうち、学科編集機能について説明②  
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管理者機能のうち、学科編集機能について説明③  

 

 
管理者機能のうち、学科編集機能について説明④  
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資料  

資料 1  要件定義書（再訂版）  
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資料 2  ポートレートシステム操作説明書（データ検索編） 
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資料３  データ充実を図った職業実践専門課程一覧 4 

 
 

4  2022 年 1 月 31 日現在で追加した課程の一覧である。  
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令和 3 年度文部科学省  

職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業  

 

職業実践専門課程版ポートレートの構築  
（ポートレート事業）  

 

事業成果報告書 
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